特集号『未来社会創造に向けた超電導バルク材の挑戦』

Challenges of High Temperature Superconducting Bulk Materials for Creation of Future Society
電気学会電力・エネルギー部門誌（B部門誌）では、2020年3月号に特集号「未来社会創造に向けた超電導バルク材の挑戦」を企画しています。
高温超電導の実用化が急激に進んでいますが、線材のコイル化とともに超電導体の溶融凝固の成長過程から得られるバルク材の応用が急速に進んでいます。この分野では、磁場捕捉によって実現される小型NMR用磁石や、他の技術では達成できない独特な磁気浮上性能を利用した非接触回転機や磁気軸受などに着実な成果が現われ、新しい輸送システムやエネルギー貯蔵などその応用に社会から強い期待が寄せられています。
このような背景に対して今回の提案は、超電導バルク材の産業応用に関する論文の特集号を企画し、最新の研究状況、実⽤化に向けた状況をまとめる良いタイミングと捉え、調査・研究成果に関する特集号「未来社会創造に向けた超電導バルク材の挑戦」を企画し、広く投稿論文を募集します。
キーワード：RE系バルク材料、鉄系バルク材料、MgB2バルク材料、新超電導材料、IGプロセス、機械特性、磁束ピンニング、着磁技術、捕捉磁場、パルス着磁、冷却技術、電磁応力、NMR/MRI開発、磁気浮上応用、超電導磁気軸受、超電導エネルギー貯蔵、回転機など
　掲載号
：2020年3月号
投稿締切
：2019年9月30日
投稿方法
：投稿は，電子投稿・査読システムで受け付けます。
電子投稿・査読システムの「論文投稿」画面において、特集号「未来社会創造に向けた超電導バルク材の挑戦」を選択してください。
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